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阪神・淡路震災復興計画最終３か年推進プログラムと平成16年度事業

１ ２１世紀に対応した福祉のまちづくり
（☆H16新規・拡充事業）～少子・超高齢社会における本格的な生活復興～

項 目 施策の基本方向／ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ委員会からの提案 H16年度関連施策・事業（主なもの）

・ＳＣＳによる支援(1) 被災高齢者の見守り 【施策の基本方向】
○災害復興公営住宅におけるＳＣＳ等によるき ・民生委員・児童委員による支援体制の整備

め細かな見守り体制の充実 ・夜間･休日｢安心 ｣開設事業ほ っ と ダ イ ヤ ル
○被災地におけるＬＳＡ活動の継続と充実 ・緊急通報 等の普及促進事業ペ ン ダ ン ト
○平成17年度以降の災害復興公営住宅における ・ による被災高齢者等への語りかけ事業ラ ジ オ

見守り支援体制の検討 ・ まちの保健室」事業「
○コミュニティプラザにおける活動の支援 ・ まちの保健室」 隊による訪問事業「 キ ャ ラ バ ン
○超高齢社会を見据えた住民同士の連携による ・地域見守り 会議開催支援事業ネ ッ ト ワ ー ク

見守り体制のしくみづくり ・ＬＳＡによる支援
○病気や怪我など緊急時の対策の強化 ・ＬＳＡ活動強化事業

・在宅介護支援センターの整備
・介護予防・生活支援事業【フォローアップ委員会からの提案】

○災害復興公営住宅をはじめ、地域の実情に応 ・ケアハウスの整備
じた高齢者の見守り体制の構築 ・被災者向 等建設事業補助コ レ ク テ ィ ブ ・ ハ ウ ジ ン グ

○住宅介護支援 や生きがい 等既存制 ・グループホームの建設・運営支援セ ン タ ー デ イ サ ー ビ ス
度を活用した在宅福祉 の強化 ☆災害復興公営住宅高齢者元気アップ活動支サ ー ビ ス

○地域密着型の小規模・多機能な福祉サービス 援事業（拡充）
拠点の整備 ・被災地域 設置運営費補助事業コ ミ ュ ニ テ ィ プ ラ ザ

○小規模団地を対象としたコミュニティづくり ・地域見守りフォーラム開催事業
・生きがいづくりの支援 ☆ 支援事業(新規)コ ミ ュ ニ テ ィ サ ポ ー ト

○住民同士の連携による見守りのしくみづくり ☆地域見守り活動のつどいの開催(新規)
・生活復興のための 活動支援事業Ｎ Ｐ Ｏ

・ まちの保健室」事業(2) 被災高齢者の健康づ 【施策の基本方向】 「
○きめ細かな訪問・相談活動等を通じた健康づ ・ まちの保健室」 隊による訪問事業くり・生きがいづくり 「 キ ャ ラ バ ン

くりへの支援の充実 ・保健師・栄養士による支援
○多様なメニューによる生きがいづくりへの支 ・いきいき仕事塾の開設

援の充実 ・巡回型いきいき仕事塾の開設
☆いきいき仕事塾修了生への支援(拡充)
☆災害復興公営住宅高齢者元気アップ活動支【フォローアップ委員会からの提案】

○市町等と連携したまちの保健室事業の全県下 援事業（拡充）
での展開 ・生活復興県民ネットによる支援

○小規模団地を対象としたコミュニティづくり
・生きがいづくりの支援

○生活復興県民 のしくみと活動 の継承ネ ッ ト ノ ウ ハ ウ

・こころのケア相談室(3) こころのケアの推進 【施策の基本方向】
○こころのケアのネットワークの強化 ・精神障害者地域生活援助事業
○アルコール依存者の自立支援の推進 ・教育復興担当教員の配置
○児童生徒に対するこころのケアの継続 ☆スクールカウンセラーの配置（拡充）
○経験と実績を生かしたこころのケアの推進 ・キャンパスカウンセラーの配置

・教員のカウンセリング能力の向上
☆兵庫県こころのケアセンター(仮称)の開設【フォローアップ委員会からの提案】

○こころのケアセンター（H16.4開設予定）に （新規）
おける本格的なこころのケア事業の推進

・いきいき県住推進員による支援(4) 住み続けたい住まい 【施策の基本方向】
○入居者のニーズにあった災害復興公営住宅の ・若年世帯の優先入居づくり

運営・活用 ・公営住宅入居希望者の入居促進
○災害復興公営住宅の空き室活用等の検討 ・災害復興公営住宅の家賃対策
○公営住宅における新しい住まいづくりの推進 ・災害復興公営住宅に隣接した福祉施設の併
○民間住宅再建への支援の継続 設
○民間コレクティブ・ハウジングの普及促進 ☆県営住宅の空き駐車場の周辺住民への開放
○県外居住被災者への支援 （新規）

・県営住宅の空き室の集会所活用
・被災者住宅再建・購入支援事業補助【フォローアップ委員会からの提案】

○若年世帯の優先入居の促進、親子の近居・隣 ・民間賃貸住宅家賃負担軽減事業
居など住宅住み替え制度の改善・活用 ・被災者向け 等建設事業補助コ レ ク テ ィ ブ ・ ハ ウ ジ ン グ

○災害復興公営住宅の空き室等の有効活用 ・シルバーハウジングの供給
○ 等の新しい住まいづくりの推進 ・ひょうご 事業コ レ ク テ ィ ブ ・ ハ ウ ジ ン グ カ ム バ ッ ク コ ー ル ＆ メ ー ル
○県外居住被災者に対する平成17年度以降の対 ・兵庫県に戻りたい被災者の登録制度

応の検討
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２ 世界に開かれた、文化豊かな社会づくり
～参画と協働の“創造的市民社会”づくり～

項 目 施策の基本方向／ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ委員会からの提案 H16年度関連施策・事業（主なもの）

・ の運営(1) 県民ボランタリー活 【施策の基本方向】 ひ ょ う ご ボ ラ ン タ リ ー プ ラ ザ
○「 」を核とした、団体・NPO等 ・生活復興のためのＮＰＯ活動支援事業動の推進 ひ ょ う ご ボ ラ ン タ リ ー プ ラ ザ

に対する活動助成・情報提供・ づくり ・ＮＰＯと行政の協働会議ネ ッ ト ワ ー ク
等の推進 ・行政・ＮＰＯ協働事業助成

○ボランタリー活動助成の段階的な移行 ・災害復興ボランティア活動補助事業
○生活復興県民 のしくみと活動 の継承 ・被災地ＮＰＯ活動応援貸付制度ネ ッ ト ノ ウ ハ ウ
○コミュニティプラザ等における活動の支援 ・地域活動推進講座の開催支援
○「いきがいしごと」に関するマッチング、情 ・地域活動スキルアップ事業

報提供、相談等の推進 ・地域活動見本市の開催
○今後のボランタリー活動支援に関する検討 ・地域活動ステーションの運営
○被災者復興支援会議との協働の取組みの推進 ・ひょうごコミ ネットの管理・運営２

☆災害復興公営住宅高齢者元気アップ活動支
援事業（拡充）【フォローアップ委員会からの提案】

○復興基金事業から 基金事業への移行 ・被災地域 設置運営費補助事業ボ ラ ン タ リ ー コ ミ ュ ニ テ ィ プ ラ ザ
○小規模団地を対象としたコミュニティづくり ・地域づくり活動応援事業

・生きがいづくりの支援 ☆生 の運営（拡充）き が い し ご と サ ポ ー ト セ ン タ ー
○生 事業の全県域での展開 ☆被災者復興支援会議Ⅲ総合 の開催き が い し ご と サ ポ ー ト セ ン タ ー フ ォ ー ラ ム
○今後のボランタリー活動支援のあり方の構築 （新規）

・まちの子育てひろば事業(2) 子どもの体験活動や 【施策の基本方向】
○子どもの体験活動促進のしくみづくり ☆｢子どもの冒険ひろば｣ 事業の推進子育て環境づくりなど パ イ ロ ッ ト
○子どもたちの主体的な活動の居場所づくり （拡充）の促進
○子どもたちが健やかに育つ安全・安心な子育 ☆若者 広場事業の推進(拡充)ゆ う ゆ う

て環境づくり ・児童虐待防止市町 の充実強化ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム
・保育環境の整備・充実
・ すくすく相談員」の設置【フォローアップ委員会からの提案】 「

○子どもの体験活動を促進するしくみの充実 ・育児ファミリーサポートセンター事業

・被災地芸術文化活動への助成(3) 文化を活かした個性 【施策の基本方向】
○芸術文化の鑑賞機会の提供と活動支援の継続 ☆｢兵庫国際絵画 の開催(新規)ある地域づくり コ ン ペ テ ィ シ ョ ン ｣
○復興の となる芸術文化 (仮称)の整備 ☆「ドレスデン美術館展（仮称 」の開催シ ン ボ ル セ ン タ ー ）
○県立美術館における文化復興イベントの実施 （新規）

☆「ひょうごの夢・未来展（仮称 」の開催）
（新規）【フォローアップ委員会からの提案】

○芸術文化センター（仮称）を核とした、芸術 ・芸術文化 (仮称)の整備推進セ ン タ ー
文化活動支援のしくみの構築 ・付属交響楽団の設立準備

☆復興10周年記念 等の開催（新規）ガ ラ コ ン サ ー ト
・芸術文化振興ビジョンの推進

３ 既存産業が高度化し、次世代産業もたくましく活動する社会づくり
～産業構造の転換期におけるしごと活性社会づくり～

項 目 施策の基本方向／ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ委員会からの提案 H16年度関連施策・事業（主なもの）

・中小企業経営革新支援事業(1) 中小企業・地場産業 【施策の基本方向】
○中小企業・地場産業等の第二創業 経営革新 ☆中小企業支援 機能強化（拡充）等の第二創業・経営革 、 、 ネ ッ ト ひ ょ う ご の

技術高度化等への支援 ・地域産業活性化支援事業新への支援
○厳しい経営環境におかれた中小企業・地場産 ☆地場産品流通 開拓事業（新規）ル ー ト

業等への金融支援制度の充実 ☆地域活性化創造技術研究開発事業（新規）
☆ひょうご 発信事業(新規)フ ァ ッ シ ョ ン
・小規模製造企業復興推進事業【フォローアップ委員会からの提案】

○中小企業の活力を引き出す一点突破型の創意 ☆第二創業・新分野進出支援事業(新規)
工夫を支援するしくみの構築 ☆生活 産業創出支援事業(新規)・ サ ー ビ ス

・工業技術センターの技術支援事業
・中小企業融資制度

・被災商店街空き店舗等活用支援事業(2) 商店街・小売市場の 【施策の基本方向】
○やる気・意欲のある商店街等による商業活性 ・被災地商店街等 創出 事業活性化対策 に ぎ わ い イ ベ ン ト

化の取り組みの推進 ・空き店舗活用支援事業
○本格復興の遅れている商店街等の基盤施設整 ・やる気商店街・小売市場活性化支援事業

（ ）備等への支援 ☆安全・安心な商店街づくり推進事業 新規
・商店街・商業集積活性化事業
・災害復旧高度化事業【フォローアップ委員会からの提案】

○「まちの顔」となる商店街づくりを支援する ・被災地事業再開・新規開業事業
しくみの充実
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項 目 施策の基本方向／ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ委員会からの提案 H16年度関連施策・事業（主なもの）

・失業者の生活安定のための融資制度(3) しごとの創造と多様 【施策の基本方向】
○雇用のセーフティネットの充実 ・離職者等に対する生活支援相談の実施なワークスタイルづく
○ワークシェアリングの導入促進 ・世代間 導入モデル事業り ワ ー ク シ ェ ア リ ン グ
○被災中高年齢者に対するきめ細かな支援や創 ・被災地若年者元気 事業あ っ ぷ プ ロ グ ラ ム

造性豊かな人材の育成 ・Hyogoしごと情報広場、地域労働相談・し
○新たな雇用・就業機会につながるコミュニテ ごと情報広場の設置・運営

ィ・ビジネスの創出 ・高校生就職支援総合プログラム
・兵庫しごと の運営カ レ ッ ジ シ ス テ ム
☆若者しごと倶楽部（拡充）【フォローアップ委員会からの提案】

○ワークシェアリングの導入の促進 ☆デュアルシステムの実施（新規）
○厳しい雇用状況にある被災中高年齢者に対す ・被災者就業支援事業

るきめ細かな支援 ・被災地 離陸応援事業コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ビ ジ ネ ス
○ など「地域共生 」への支援の ・ 事業コ ミ ュ ニ テ ィ ビ ジ ネ ス ビ ジ ネ ス コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ビ ジ ネ ス コ ン サ ル テ ィ ン グ

充実 ・ 地域共生ビジネス」の創出支援「
○生 事業の全県域での展開 ☆生 運営（拡充）き が い し ご と サ ポ ー ト セ ン タ ー き が い し ご と サ ポ ー ト セ ン タ ー の

・起業家育成システム(4) 新産業創造の推進と 【施策の基本方向】
○被災地の未来を切り開く起業家やベンチャー ☆産学連携新産業創出支援事業(新規)成長産業の育成

企業への支援 ・地域産業情報化推進事業
○被災地における成長産業分野の発展への支援 ・兵庫県産学官連携 の運営推進イ ノ ベ ー シ ョ ン セ ン タ ー

・中小企業等技術移転事業
・ＴＬＯひょうごの運営推進【フォローアップ委員会からの提案】

○新産業創造の推進と成長産業の育成 ☆兵庫県ＣＯＥ の実施(拡充)プ ロ グ ラ ム
・国際 産業 の開催フ ロ ン テ ィ ア メッセ
・循環型社会先導 推進事業プ ロ ジ ェ ク ト
・兵庫情報ハイウェイの民間開放
☆ＩＴ 事業（拡充）ク リ エ イ テ ィ ブ ビ レ ッ ジ

・産業集積条例に基づく企業立地の推進(5) 国内外企業の立地促 【施策の基本方向】
○産業集積条例を活用した「新産業構造拠点地 ・ 投資 HIS)の運営進 ひ ょ う ご サ ポ ー ト セ ン タ ー (

（ ）区」等形成の促進 ☆対日投資 神戸(仮称) 新規ビ ジ ネ ス サ ポ ー ト セ ン タ ー ･
○被災地の特色を活かした戦略的な外国・外資 ・海外企業ビジネスチャンス発掘事業

系企業の誘致 ・外国・外資系企業の誘致ツール整備
・首都圏外国・外資系企業誘致対策事業
・新時代日中ビジネス交流促進事業
☆ 開催事業（新規）【フォローアップ委員会からの提案】 ト ッ プ マ ネ ー ジ メ ン ト セ ミ ナ ー

○国内外企業の立地促進

・構造改革特区の推進(6) 構造改革特区の形成 【施策の基本方向】
○構造改革特区の実現推進

・楽農生活推進大作戦の展開(7) 新しいライフスタイ 【施策の基本方向】
○新たなライフスタイルを創出する楽農生活 ・楽農生活実践農場（仮称）の整備推進ルを創出する地域産業

（アグリライフ）の推進 ・地域農産物供給体制の構築の新展開
○「食」の安全・安心と食生活・食文化を支え ・ひょうごの「食」ブランドの推進

る産業の育成 ・ひょうご安心ブランド認定制度
・ 食」の安全・安心相談室の設置と消費者「

活動への支援
・食品事業者への対策
・食品の監視体制の強化

・神戸ルミナリエ(8) 地域資源を活かした 【施策の基本方向】
○震災復興のシンボルイベントとしての神戸ル ・国際ツーリズムの推進ツーリズムの推進

ミナリエの継続的な実施 ・体験・交流型ツーリズムの推進
○地域資源を活かしたツーリズム振興 ☆産業ツーリズム促進事業（新規）
○「震災の経験と教訓」の発信による戦略的な ・グリーン・ツーリズムの推進

ツーリズム振興 ・エコツーリズムの推進
・ブルー・ツーリズムの推進
・温泉を活用した地域魅力づくり【フォローアップ委員会からの提案】

○地域資源を生かした戦略的な の振興 ☆国際教育旅行誘致事業（新規）ツ ー リ ズ ム
○人と防災未来センターの機能強化による震災 ☆人と防災未来センター震災10周年記念事業

の経験と教訓の継承・発信 の開催（新規）
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４ 災害に強く、安心して暮らせる都市づくり
～震災の経験と教訓の継承・発信～

項 目 施策の基本方向／ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ委員会からの提案 H16年度関連施策・事業（主なもの）

・自主防災組織の育成支援(1) 地域の防災力を高め 【施策の基本方向】
○自主防災組織の充実と活動の活性化 ☆震災10周年「地域防災のつどい」開催事業る安全・安心なまちづ
○住宅や公共施設の耐震化の推進 （新規）くり
○広域防災拠点の整備促進 ・被災建築物応急危険度判定制度の推進
○六甲山「水と緑の回廊」の形成に向けた取組 ・被災宅地危険度判定制度の推進

みの推進 ・住宅の耐震改修の推進
○「安全・安心」を確保するための都市基盤の ☆簡便で低コストの新耐震改修工法の開発

着実な整備 （新規）
○災害時における緊急交通路の確保 ・県有施設耐震化の推進

・三木震災記念公園（仮称）の整備
・六甲山系グリーンベルト整備事業【フォローアップ委員会からの提案】

○自主防災組織の育成強化 ・山手ふれあいロード構想の推進
○地域における住民、警察、行政の連携システ ・大阪湾岸道路西伸部の整備促進

ムの強化 ・緊急交通路検討会議の設置
○学校施設や県有施設の平成16年度までの耐震

診断終了と計画的な耐震化整備の推進
○民間住宅の耐震改修の促進

☆ を活用した防災情報の提供の推進(2) 実戦的な防災体制の 【施策の基本方向】 イ ン タ ー ネ ッ ト
○防災情報システムの充実 （新規）構築
○津波災害対策の推進 ・南海地震対策の充実・強化
○兵庫県災害医療センターを核とした災害救急 ・兵庫県災害医療センターの整備･運営

医療システムの整備 ・災害救急医療システムの運営

☆防災協働社会を担う人材育成(新規)(3) 防災の担い手づくり 【施策の基本方向】
（ ）の推進 ○総合的・体系的な防災に関する人材育成の推進 ☆県立広域防災センター(仮称)の開設 新規

○人と防災未来センターを活用した防災ボラン ・災害、救急医療に関する人材養成
ティアや防災専門家の育成 ・人と防災未来センターによる防災ボランテ

ィア、防災専門家の育成
【フォローアップ委員会からの提案】
○総合的・体系的な防災に関する人材育成のし

くみの構築

・人と防災未来センターの運営(4) 国際防災・人道支援 【施策の基本方向】
○人と防災未来センターの機能強化による震災 ☆人と防災未来センター震災10周年記念事業拠点の形成

の経験と教訓の継承・発信 の開催（新規）
○防災・人道支援関連機関のネットワーク体制 ☆人と防災未来センター実戦的防災研究発信

の強化 事業（新規）
・国際防災・人道支援拠点形成の推進
☆国連防災世界会議の開催（新規）【フォローアップ委員会からの提案】

○人と防災未来センターの機能強化

☆被災者住宅再建支援基金（仮称）への拠出(5) 住宅再建支援制度の 【施策の基本方向】
○住宅再建支援制度の実現に向けた取り組みの （新規）実現

継続 ☆居住安定支援制度補完事業(新規)
☆住宅再建共済制度の推進（新規）

【フォローアップ委員会からの提案】
○新しい住宅再建支援制度の実現

・復興10年事業の推進(6) 周年記念事業の推進 【施策の基本方向】
○多様な参画による拡がりある周年事業の展開 ☆創造的復興ﾌｫｰﾗﾑ(仮称)の開催(新規)
○震災の経験と教訓を継承・発信していくため ☆阪神・淡路大震災復興ﾌｫｰﾗﾑin東京の開催

の取り組みの検討 （新規）
☆1.17 2005（拡充）ひ ょ う ご メ モ リ ア ル ウ ォ ー ク
☆震災復興･国際感謝の集い(新規)【フォローアップ委員会からの提案】

○復興の節目となる復興10年事業の実施 ☆ 神戸 の開催（新規）ひ ょ う ご ク リ エ ー タ ー ズ ウ ィ ー ク
・ 震災の記憶”伝承 設置支援事業“ プ レ ー ト
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５ 多核・ネットワーク型都市圏の形成
～復興市街地整備の推進とまちのにぎわいづくり～

項 目 施策の基本方向／ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ委員会からの提案 H16年度関連施策・事業（主なもの）

・復興土地区画整理事業(1) 土地区画整理事業、 【施策の基本方向】
○復興市街地整備事業のさらなるｽﾋﾟｰﾄﾞｱｯﾌﾟ ・復興市街地再開発事業市街地再開発事業の早
○復興市街地整備事業地区のにぎわい確保 ・被災市街地復興土地区画整理事業地区内土期完成と未着工地区の

地利用促進事業対応
・復興市街地再開発商業施設等入居促進事業【フォローアップ委員会からの提案】

○北淡町富島地区の復興土地区画整理事業、新
長田駅南地区の復興市街地再開発事業の推進

○土地区画整理事業地区の住宅建設・購入、市
街地再開発事業地区の再開発ビル保留床の利
用促進

・復興まちづくり支援事業(2) まちのにぎわいづく 【施策の基本方向】
○復興まちづくりと一体となったまちのにぎわ ・被災地商店街等 創出ｲﾍﾞﾝﾄ事業りの推進 に ぎ わ い

いづくり ・中心市街地商業活性化基金企業
○まちづくり協議会を中心とした自律的なまち ☆被災地“花･緑 ”推進事業(拡充)い っ ぱ い

づくりの推進 ☆被災地修景計画策定支援事業(新規)
○中心市街地の活性化の推進 ☆被災地修景歩道緑化支援事業(新規)
○空き地の活用等によるまちのにぎわいの創出 ☆街路樹足元緑化支援事業(新規)

☆住宅等花・緑支援事業（新規）
☆生け垣等緑化事業（新規）【フォローアップ委員会からの提案】

○住民主体のまちづくり支援のしくみの構築 ・被災地空き地活用パイロット事業
○｢まちの顔｣となる商店街づくりを支援するし ・まちの再発見運動

くみの充実
○中心市街地の空き地の有効活用の推進


